


居住地域に重大な
被害を及ぼす噴火
が発生すると予想
される（可能性が
高まっている）。

居住地域近くまで
重大な影響を及ぼ
す（この範囲に
入った場合には生
命に危険が及ぶ）
噴火が発生するこ
とがある。

＜噴火発生前＞
居住地域に重大な
被害を及ぼすマグ
マ噴火に移行する
可能性がある。

＜噴火発生後＞
噴出物の飛散が火
口近傍に留まる程
度のごく小規模な
水蒸気噴火が発生
することがある。

火山活動は静穏。
火山活動の状態に
よって、火口内で
火山灰の噴出等が
見られる（この範
囲に入った場合に
は生命に危険が及
ぶ）。

●危険な居住地域からの避難等。

●警戒が必要な居住地域での高齢
者等の要配慮者の避難、住民の避
難の準備等。

山体に近い地域で、何度も揺れを
感じた場合には、避難するなど早め
の行動を心がけてください。

●入山規制等、危険な地域への立入
　規制等。
●住民は今後の火山活動の推移に
　注意。

●山頂火口原及びその周辺、避難に
　時間を要する地域への立入規制等。
●住民は今後の火山活動の推移に注意。
●高齢者等の要配慮者の避難の準備等。

●活動的な火口周辺への立入規制等。
●住民は今後の火山活動の推移に注意。

●山頂火口原及びその近傍等への
　立入規制等。
●住民は通常の生活（状況に応じ
　て火山活動に関する情報収集、
　避難手順の確認、防災訓練への
　参加等）。

§山頂火口原直下の深さ 2km 以深

※レベル５において噴火発生後、噴火地点等が特定できた場合は噴火警報を発表し、警戒が必要な範囲を

　活動している火口等の周辺に限定・縮小してレベル５の継続またはレベル３への引下げを行います。

※噴火活動の低下に伴ってレベルの引下げを行う過程では、レベル４は運用しません。

※ 「大きな噴石」とは、概ね20～30cm以上の、風の影響をほとんど受けずに弾道を描いて飛散するものをいいます。

※最新の噴火警戒レベルは、気象庁 HP（右の二次元コードのリンク先 )でご覧になれます。

　　https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/112.html　▶▶▶

2015年4月19～21日：
体に感じない地震が増加
2021年3月9～10日：
体に感じない地震が増加し、同時にわずか
な傾斜変動を観測

山体に近い地域で揺れを感じた場合
には、高齢者等の要配慮者の避難や、
住民の避難の準備など、早めの行動
を心がけてください。
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レベル３はレベル５から下がる段階で運用します。

●噴火発生前に体に感じる地震が多発し、著しい
　地殻変動が目視でも確認される。

●山頂から噴火が発生し、大きな噴石や火砕流・
　火砕サージ、火山泥流が居住地域まで到達。
　顕著な地殻変動。

●山麓から噴火が発生し、大きな噴石や火砕サー
　ジ、火山泥流が居住地域まで到達。
　顕著な地殻変動。

2000年３月29日、1977年８月６日、1943年12月29日及び
1910年７月23日：体に感じる地震が多発
2000年３月31日、1977年８月７日：道路、山体等に亀裂・断層が発現

1977年８月７日：山頂火口原からの噴火により、大きな噴石が火
口から約２kmまで飛散、多量の軽石・火山灰が広範囲に堆積
1978年８月16日：山頂火口原からの噴火により火砕サージが洞
爺湖畔まで流下

2000年噴火、1943-45年噴火：
火口から約１kmまで大きな噴石が飛散
1944年７月11日：火口から約２km先まで火砕サージが到達
2000年噴火、1943-45年噴火、1910年噴火：
火口からの火山泥流が発生

●体に感じる地震の発生や、膨張性の地殻変動が
　検出される。

2000年３月28日、1977年８月６日、1943年12月28日：
体に感じる地震が発生

●大きな噴石、火砕流・火砕サージ及び火山泥流
　が居住地域の近傍に達する。

2000 年５月中旬頃～９月頃の活動：
火口周辺から居住地近くまで噴出物が到達

●やや深い領域§で体に感じない地震が加速度的
　に増加する。

●噴火に至った後に火山活動が沈静化していく段階
　で、噴出物の飛散が火口周辺に留まる程度のごく
　小規模な水蒸気噴火が発生することがある。

●火山活動は静穏。状況により、山頂火口原内及
　び近傍等に影響する程度の火山灰の噴出等の可
　能性がある。

2000年３月27日、1977年８月６日：
体に感じない地震の増加が開始

2000年９月頃～2001年10月頃の活動：
噴出物の飛散が火口内に留まる水蒸気噴火
が発生

過去事例

●やや深い領域§で体に感じない地震の増加が一
　時的にみられる。

住民等の行動及び
登山者 ・ 入山者等への対応

火山活動の状況

居住地域に重大な
被害を及ぼす噴火
が発生、あるいは
切迫している状態
にある。
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平成20年６月９日運用開始

有珠山の噴火警戒レベル

令和　  年３月９日改定２




